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3.実験結果と考察   

支持点から110mm

の位置と 140mmの

位置のひずみとそれ

らの点回りのモーメ

ントMup，Mdownの関

係をキャリブレーシ

ョンにより求めてお

き動ひずみ計の出力

から作用しているモ

ーメント及び作用す

る方向θup，θdownを

求めた．なお，測定

データに含まれるノ

イズがやや大かった

ため，50 点の移動平

均をとったものを以

下では示している． 

3.1 風向変化を急変

させた場合の空気力

の時刻歴  

風向変動風洞では風向は約 0.45 秒で急変させることができる．ケース a について,風向を急変させた時に作

用するモーメントとその作用角度の時刻歴を図 3～図 6 に示す．図 3，図 5 は風向変化させる前の風向きが翼

に垂直に当たるケースで，図 4，図 6 は風向変化前の風向きがロータに斜めに当たるケースである．いずれ

のケースにおいても風向変化時に定常状態とは異なる空気力が作用するオーバーシュートが生じることが多

かった．図 3 と図 4 はケース a-3 ，a-4 でオーバーシュートが生じたものであり，オーバーシュートの大きさ

は a-3 のケースの方が大きい傾向にあった．さらに，風向を 0.35 秒間だけ変化させてまた元に戻す｢往復の風

向変化｣をさせたケース a-5，a-6 (図 5，図 6)でもケース a-3 ，a-4 と同様にオーバーシュートが見られた．モ

ーメントの作用方向のオーバーシュートについては，往復の風向変化においての方が観測される割合が高く，

ケース a-3 と a-4 では，それぞれ 0 回と 2 回であるのに対し，a-5，a-6 では 5 回で見られた．なおオーバーシ

ュートの大きさは同じケースでも測定毎に大きく変化しておりその一般的な傾向についてはさらに検討して

いく必要がある． 

3.2 風車模型の設置方向の違いの影響  

 ケース a～d の各モーメントのオーバーシュートが生じる頻度は，それぞれ 30/40 回，33/40 回, 34/40 回，

28/40 回とほぼ同じ頻度で生じている．また，モーメントの作用方向のオーバーシュートについても，27/40

回，29/40 回, 25/40 回，23/40 回とほぼ同頻度で生じている． 

４．まとめ  

 風向変動風洞を用いて，急激な風向変動時に風車に作用する空気力と特性を測定した風向急変時に，定常

状態とは異なる空気力のオーバーシュートが見られた．その特性についてはさらに検討していく予定である． 
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